
今日の歌♪ 

 「それでこそロータリー」 

どこで会っても  

やあと言おうよ 

 見つけた時にゃ  

おいと呼ぼうよ 

遠い時には  

手を振り合おうよ 

 それでこそ  

ローローロータリー 

今後の予定 

４月：ロータリー雑誌月間 

●12:４０開会点鐘 

●友情と親睦の握手 

●ロータリーソング 

 「それでこそロータリー」 

●お客様紹介 

●会長の時間 

●幹事報告 

●委員会報告  

 ・出席状況報告他 

●3分間スピーチ 

 駕田 毅 会員 

●卓話「家族を守る地震の心得」 

     上山 芳次 会員 

●その他  

 ・ニコニコBOX報告 

●１３：３０閉会の点鐘  
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原点回帰～ロータリーのきずなとともに

2012-13年度 第39号 

2012-13年度高島会長テーマ 

 『                      

              』           

                                            

5/1 

（水） 

・卓話「日本航空  

 再上場で思うこと」 

(株)経営ｽﾃｰｼｮﾝ京都 

  田村繁和 様 

 紹介者：田中会員 

・定例理事会 

5/8 

（水） 

・定款により休会 

5/15 

（水） 

・クラブ協議会 

 新旧合同委員会 

・被選理事会 

第１８６０回例会プログラム 
２０１３年４月２４日（水） くずはゴルフ場 

月 日 3分間ｽﾋﾟｰﾁ 

5 

1 小西 会員 

8 定款により休会 

１5 ― 

２2 ― 

29 木﨑 会員 

6 

5  

１2 橘  会員 

19 西田 会員 

26 ― 

                    ▲イギリス人の三浦按針(ウィリアム・アダムス)平戸に

て没。57歳(1620)▲青森－函館間に電話か開通し、本州と北海道の間の電話が可能

となる(1926)▲第一回日本ダービー（当時の名で東京優駿大競争）、東京目黒競馬場

で開催。 優勝は一番人気のワカタカ(1932)▲婦人警官のはしりの保護婦が初登場

(1932)▲生活必需品（米、味噌、塩、砂糖など10品目）の切符制決定 (1940)▲中国共

産党軍が南京に入城(1949)▲横浜の国電桜木町駅で京浜東北線の電車が発火し2

両が焼失する。乗客は 電車内にとじ込められ、106名が死亡（桜木町事件）(1951)▲

「ベトナムに平和を！市民連合」（ベ平連）発足、初のデモ行進(1965)▲中国が人工衛

星の打ち上げに初めて成功(1970)▲日劇ダンシングチーム、最終公演(1977)               

  

４月の花「マリーゴールド（千寿菊）」 

 花言葉：健康・信頼・濃厚な愛情・友情 

属名の「ターゲテス、タゲテス（Tagetes）」は、エトルリ

アの美の女神である「ターゲス、タゲス（Tages）」の名

前に由来します。種名には「聖母マリアの黄金の花」

という意味があり、古い時代にこの植物が「marigold」

と呼ばれ、聖母マリアを称えるための花だといわれて

いました。もともとは聖母マリアの祭日に咲いていた

キンセンカに対するの呼び名だったそうですが、いつ

の頃からかメキシコ原産のこの花を指すようになった

とされます。 
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 本日は樋口ガバナー補佐と亀井ガバナー補佐

エレクトを迎えての例会が開催でき喜ばしく存じま

す。 

 まず報告申し上げたいことは、樋口ガバナー補

佐が来る4月24日午後4時から約5分間、「ラジオ、

テレビ大阪」に出演されますので是非ご聴取下さ

いますようお願いいたします。 

 次に今月はロータリー雑誌月間に当ります。ロー

タリーの機関紙として1911年1月発足しました「ロー

タリーの友」は当初読者は34名程度でしたが、現

在は53万部を発行、前部横書きと後部縦書きに分

けて編集、中味も充実していますので、是非皆様

のご購読をお願いいたします。 

会長の時間 

Ⅰ．最終回クラブ訪問でのガバナー補佐の役割 

 ガバナー補佐はガバナーエレクトにより任命さ

れ、指定された第3組のクラブ運営に関してガバ

ナーを補佐する責務を担う。第3組のクラブに対

して次のような支援を行うに責任がある。 

①有効的なロータリークラブとなるための活動計 

 画を検討するに当たって助力 

②ガバナー公式訪問に際して開かれるクラブ協 

 議会に出席 

③クラブがガバナーの要請や奨励事項を実行 

 するように奨励 

④地区大会及びその他の会合に出席するととも 

 にこれらへの出席を推進 

⑤地区研修セミナーに参加 

⑥クラブの奉仕活動の進捗について常にガバ 

 ナーに知らせるとともにロータリーの発展を促 

 し問題の対応する方法を提案 

Ⅱ．ガバナー補佐の主な役割は担当するクラブが

効果的に運営されるように支援する事 

①会員基盤を維持し拡大 

RI2660地区 IM第3組 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 樋口秀和 様 

ご 挨 拶 

12-13事業報告 

         原田武夫 副会長 
＜クラブ奉仕事業＞ 

１．プログラム委員会 

 ①今年度は外部卓話を6回実施 

 ②移動例会は8回（内親睦会3回） 

 ③100万ドルランチは毎月1回実施 

２．出席委員会 

 ①年2回上期と下期で皆出席者を表彰 

３．親睦委員会 

 ①秋季、クリスマス、春季 3回の家族会を実施 

４．ロータリー情報委員会 

 ①情報集会3回実施（10月、2月、5月（予定）） 

５．会員増強委員会 

 ①7月 1名入会 

６．広報委員会 

 ①対内的―会長のテーマのキーワードである 

 「きずな」について会員からの寄稿を週報掲載 

 ②対外的―少年野球大会、献血運動、交通安 

 全運動など奉仕活動を通じてロータリーを広報 

＜職業奉仕事業＞ 

１．職場体験受入実施 津田病院、くずは青葉幼 

  稚園市内中学2校より10名   

＜社会奉仕事業＞ 

①枚方フェスティバル協議会 協賛 

②枚方チャリティゴルフ大会 協賛 

③わらしべ学園支援 

④新春走ろう会 

⑤枚方社会福祉協議会評議員参加 

⑥献血キャンペーン 年2回実施 （3月・9月）  

 今年はくずは駅前での献血にも参加 

⑦交通安全人形劇「もんぺ座」支援 

⑧交通安全運動啓発キャンペーン 年2回 

⑨社会を明るくする運動街頭キャンペーン 

⑩東日本大震災復興支援東北気仙沼を訪問 

＜国際奉仕事業＞ 

１．世界社会奉仕（WCS）委員会 

チェンライのアカ族へ識字率向上活動を支援 

２．米山奨学委員会 

 ①中国出身の董璞玉(トウボクギョク)さん受入 

３．ロータリー財団委員会 

 ①PHF2名、PHFマルチプル 6名 

1人当り 寄付額182.6ドル 

＜新世代奉仕事業＞ 

①くずはロータリークラブ杯枚方少年野球ジュ 

  ニア大会開催  

②安全あんしんパトロールプレートの寄贈 

③北河内柔道大会の支援 

④ボーイスカウトの支援 

⑤春・秋のライラ、ニコニコキャンプへの協力 
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・地区全体の組数８組、当地区順位３組、会員数

（3,600名）の把握と会員数増が目標3,900名 

・女性会員の入会希望についての検討 

・来年度RI会長の目標検討 

・緊急発生時の補佐候補は前年度補佐が担当 

 すること 

  

RI2660地区 IM第3組 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐エレクト 亀井 信昭 様 

☆「わたしにとってのきずな」    

  第２６回                 橘 喜久夫 会員 

 夜学生時代の生活で、自分自身が気付いていない暮らしで、心の絆が出来ていたように思います。 

 中卒で自炊しながら夜間高校に通学している時、当時の公設市場に毎日買い出しに行く生活を送っていました。

２カ月経った頃には市場のおばちゃん達が野菜の余り物とかを集めて用意していて、料理の仕方を説明してもら

い、時には料理した惣菜などを頂き、また地方の言葉で大阪弁とか悩み事の相談など、会社の寮生活に入る２年

間、大変お世話になりました。 

 その後、卒業し就職して７年程経ち当時のお礼を伝えに行くと、すごく喜んでもらい自分の子供のように接して頂

きました。中には亡くなっていた人もいましたが、後継者が「親から話は聞いています」と出てきて喜んでもらい身内

のようでした。商売の形態が変わり、お世話になった人は皆他界し、当時に勤務していた会社は今、三代目の社長

（世話になった社長の孫）ですが、今でも親戚のような絆で結ばれています。 

 今、自分を考える時、人と人の絆は人間の考え方また人生をも変える、目に見えない大事な事と思います。自分も

これから地域の活動に、ロータリーアンの奉仕の心で前向きに取り組みたいと思います。 

②地域社会のニーズを取り込んだ奉仕活動プロ

ジェクトを実施し成功させる 

③プログラムへの参加と財政面での貢献を通じて

ロータリー財団を支援する 

④クラブレベルを超えてロータリーで奉仕できる指

導者を育成する 

Ⅲ．責務 

○地区レベルにおいて 

①地区目標の設定を援助する 

②ガバナーのクラブ訪問のスケジュールを調整 

③地区の会合に出席する 

④クラブの状況について次期ガバナー補佐に 

  引き継ぐ 

Ｂ．クラブレベルにおいて 

①定期的にクラブを訪問しクラブ協議会に出席 

②地区大会等への出席を奨励する 

③ガバナーの要請にクラブが応じるよう働きかける 

Ⅳ．目標 

 クラブの指導者と協力して効果的な目標として

次のような要素を考慮して設定することが重要 

①会員全員で決める②取り組みがいがある 

③達成可能④時間が定められている⑤測定可能 

クラブの目標 

・効果的なクラブの要素に基づき各奉仕部門を盛 

り込んだ目標を設定できるようにクラブ指導者に 

協力する。クラブ目標を設定したら次に目標を達

成するための行動計画を立てる。 

Ⅴ．クラブ訪問報告書の作成 

目標へのクラブの進捗状況を確認 

①会員数の増加 ②成果あふれる奉仕プロジェク 

 トの実施 ③ロータリー財団への支援  

④将来の指導者への支援 ⑤広報 ⑥機能して

いるRCの基準 

 この訪問報告書を年度末に仕上げ地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ

に提出する。また後任者のもこれを渡す。クラブが

次年度も好調なスタートを切ることができるように

する。RIはこのクラブ報告書を使用してクラブの傾

向に関する情報をまとめ、地区に情報を提供。 

Ⅵ．貴クラブの活動状況 

 貴クラブは全会員が効果的なクラブの4つの要

素に精通し、全面的にそれを支援している。クラ

ブ会員基盤を維持し増大させそれぞれの地域社

会をはじめ他国の地域社会に恩恵を与える奉仕

プロジェクトに参加し、プログラムへの参加とクラブ

の枠を超えてロータリーのために奉仕できる指導

者の育成について実行しておられます。 



 

 

２０１３年４月の 

 ロータリーレート １＄＝９４円 

○本日の配布物 

①４月24日週報 

②卓話資料（上山会員） 

③12-13ニコ箱累計のお知らせ(2013年4月17日現在) 

○地区行事等出席報告 

4/17 第6回地区社会奉仕委員会         初木 

○地区行事等出席予定           

4/27次年度のための地区協議会 

    北川、日野、橘、小北、米田、嶋田、木﨑、西田 

    國田、 原、駕田、初木 

5/ 11新世代新旧正副委員長会議  

                  重田、小林、木﨑、白井  

5/28 IM3組会長幹事会           高島、畠仲 

6/1 次年度会員増強セミナー  
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＊樋口ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐と亀井ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐ｴﾚｸﾄに 

 引継の卓話を頂いた喜びに            高島叔孝 

＊亀井ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐ｴﾚｸﾄに力添えを頂きましたお礼に 

                              北川順清 

第１８５９回例会出席報告（４月1７日） 

総会員数 出席者 出席率 

５４名  31名 62.00％ 

第１８５６回 例会補正後 出席率 70.59％ 

   メーク 9名  欠席 15名  除外 3名 

 お客様 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐     樋口秀和様（大   東RC） 

      ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐ｴﾚｸﾄ 亀井信昭様（寝屋川RC) 

＜よねやま親善大使が決定！＞ 

☆尤 銘煌（ユウ ミンフアン）さん 

＜台湾/2003-04/津島ＲＣ＞ 

 山形大学准教授。第2800地区米山学友会会長。留学生と市

民 との交流を図る「多文化交流コンサート」を毎年開催。 

 

☆楊 小平（ヨウショウヘイ）さん 

＜中国/2011-12/東広島21ＲＣ＞ 

 広島大学研究員。外国人で初の広島平和記念資料館のピー

スボランティアとして活動中。中国への平和スタディツアーも主

催。 

 尤さんと楊さんには今後2年間、“よねやま親善大使”として、 

日本国内でロータリー米山記念奨学事業をＰＲしていただきま

す。詳しい紹介は、『ロータリーの友』6月号の“よねやまだより”

に掲載しますので、ぜひご覧ください。 

……………………………………………………… 

    ★ ハ イ ラ イ ト よ ね や ま １５７号 ★           

                      2013年4月12日発行 

……………………………………………………… 

：：今月のトピックス：： 

１．寄付金速報 ― 2012-13年度も残り３カ月 ― 

２．新奨学生のオリエンテーションがスタート 

３．よねやま親善大使が決定 

４．タイ米山学友会が障害児のための奉仕活動 

５．世界平和フォーラム広島で“よねやま”をＰＲします 


